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本耶馬渓地区の担当になって3回目の春を迎えました。地域の方とふれあい、たく
さんの行事に参加させていただいて、こうして広報紙作成に携わることができて大変

ありがたく思っています。今年度もよろしくお願いいたします（いわまる やすお）

心配ごと相談
本耶馬渓地区の民生児童委

員さんが、いろいろな心配ご

との相談に応じてくれます。

お気軽にご相談ください。

5月20日（水）場所：中津市本耶馬渓支所

小会議室

時間：10時～12時

開催日
6月17日（水）

場所：社協本耶馬渓

ともだちひろば
三光児童館のスタッフが耶馬

溪に出向き、未就学児と保護者、

出産を控えた方を対象としたイ

ベントや交流を行います。

【お問合せ先】

中津市三光児童館

TEL：43-5194場所：耶馬溪

コミュニティーセンター

5月20日『手形キーホルダー作り』6月17日『おひさまカフェ』時間：10時３０分より
開催日

場所：社協本耶馬渓

受付食品：

賞味期限まで２ヶ月以上あり

常温保存が可能なもの

フードバンクにご協力を

5月25日（月）6月25日（木）受付日

３月２６日、樋田地区にある地域サロン「はちどり庵」の閉所式が行われ、参加者や開所から

関わってきた方など３０人が１５年の歩みに思いを馳せました。式典では長い間場所を提供くだ

さっていた樋田酒造の樋田恊子さまへの感謝状の授与と、地域包括支援センター社協による三線

の披露が行われ、食事会ではたくさんの思い出話に花が咲き、終始和やかな雰囲気でした。

はちどり庵は2011年にはじまり、訪れた方に元気になってもらえるような寄り合いの場とし

て地域に愛されてきました。

地域に愛された15年

中津市社協では毎月２５日に

ご家庭に眠っている食品を寄付

していただく活動（フードバン

ク）をおこなっています。皆さ

まからご寄付いただいた食品は、

必要とされる方や地域サロン、

子ども食堂などへ提供していま

❝はちどり❞ の由来「ハチドリのひとしずく」

森が燃えていました。動物たちは我れ先にと逃げて

いくなか、ハチドリだけは森を行ったり来たり･･くち

ばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは火の上に落とし

ていきます。動物たちがそれを見て「そんなことをし

ていったい何になるんだ」といって笑います。ハチド

リは「私は、私にできることをしているだけ･･」

そんな思いで「はちどり庵」と名付けたそうです。

新任職員のご紹介

編集後記
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塔元ますみ堀 秀徳古賀 新也

おしらせ

令和４年より折元の在宅福祉課で勤務してま
いりましたが、この度養護老人ホーム豊寿園に

異動になりました。在勤中は公私に渡り何かと
お世話になり、誠にありがとうございました。

（梶谷 淳）

地域のみなさまに親しみを
持っていただけるよう、明る

く温かい事業所づくりに努め
てまいります。お気軽にお声
がけください。よろしくお願

いいたします。

朝早くから蒔ストーブを燃やしててこの部屋を暖めていただき、少々

煙がかった中でのスタートでした。その２か月後に東日本大震災があっ

たり、本耶馬渓でも２度の水害がありましたが、たくさんの方に助けら

れ支えられて続けることができました。15年前は元気で若かったサポー

ターの方々も年齢には勝てず、続けることが困難となり、たくさんの思

い出を残し幕を下ろすことになりました。15年もの長きに渡り、温かい

ご支援ご協力下さいました皆さまにお礼申し上げます。
田上 征人代表

感謝状授与 堂本節子様 土井イツ子様

最後はみなさんで記念撮影をしました

沖縄の三線披露 食事会の様子

本耶馬渓に移住してきて２
年目になりました。自然に囲

まれた場所で働くことができ
て嬉しいです。これからみな
さまのこと、地域のことを

もっと知っていきたいです。

開所時から参加していたはちどり庵が終わるのは

とても寂しくて残念です。週一回みなさんとお会い

できることが何よりの楽しみでした。関係いただき

ましたみなさま、本当にありがとうございました。

はちどり庵閉所式在宅福祉課梶谷課長の後
任として配命いたしました

塔元（とうもと）と申しま
す。月日が経つのは早いも
ので、折元の福祉センター

に来て5年目となりました。
地域のみなさまが住み慣れ
た地域に安心して住み続け

られるよう、職員一同、笑
顔でご相談に応じますので、
お気軽にお立ち寄り下さい。



　

本耶馬渓には2名の主任児童委員がいらっしゃいます。主任児童委員は関

係機関と協力しながら、その地区の児童や妊産婦の福祉に関するお手伝いを

しており、その活動の一つとして『赤ちゃんイスの配布』を行っています。

かならせ会国道500号線から山岳までを快適に歩きやすく

赤ちゃんイス地域の身近な

相談相手です

主任児童委員活動のご紹介
主任児童委員、その他の活動として
◦関係機関などとの連絡調整

◦子育てサークル等への参加

◦登下校時の見守り・あいさつ運動 など

本耶馬渓地区買い物バスツアー
買い物バスツアーとは「高齢により運転ができなくなった」「交通手段や近くにお店がない」等

の理由により、住民の方の困りごとの一つである買い物に対する支援として、各サロン参加者を中

心に近隣の方もお誘いし、買い物バスツアーを実施しています。

近所のみなさんとお買い物を楽しんできました!近所のみなさんとお買い物を楽しんできました!

最後はみなさんで記念撮影をしました

下曽木食事：割烹丸清

買い物：ゆめマート中津店
跡田

多志田冠石野食事：割烹嘉乃

買い物：しまむら中津店・マルミヤストア蛎瀬店
東谷買い物：しまむら中津店

マルミヤストア蛎瀬店

食事：香露庵（金色温泉）

買い物：ゆめマート中津店

樋田 食事：洞門パティオ

買い物：イオン三光

野島 直子さん

◇ 活動の時期はいつ頃ですか？
登山口周辺の掃除は定期的に行い、草刈りは６月とお盆明け、正月前に登山道の整備を

しています。５月に紅葉の消毒、毎年少しずつですが桜の苗の植樹をしています。

◇ 活動で大変なことは？
イノシシがエサと一緒に岩石を掘り起こすことで足元が悪くなった部分の整備や、なた

やチェーンソーでツタや倒木を除去するなど、力が必要な作業が大変です。

◇ 珍しいエピソードはありますか？
宇佐（院内）から登ってきた方が、おしゃべりしながら道を間違えていたので、宇佐の登山口まで自家用車

でお連れしたことがあります。会話が弾んでしまうくらい鹿嵐山を堪能してくれたのだろうと思いました。 松田 由美子さん

本耶馬渓町東谷の「かならせ会」は構成人数８名のボランティア団体です。国道500号線から鹿

嵐山（かならせやま）登山口までの道を整備されています。もともとは東谷川出原地区の清掃活動

が始まりでしたが、人口の減少により有志を募って続けられ、

平成２３年正式に団体として活動を始めました。高齢のメンバー

が多いなか、9３歳の方も在籍されているそうで、みなさん急な

山道をしっかりした足取りで上り下りされています。

門脇 和惠さん

児童の数は年々少なくなっていますが、保護者にとって育児の

悩みは尽きないものです。赤ちゃんイスが相談のきっかけづくり

になればとの思いを込めて作っています。

登山用の杖を作り置きしています 鹿嵐山 登山口

鹿嵐山

写真で懐かしむ はちどり庵の軌跡
平成25年、年末お楽しみ会

を開催しました。

平成27年、外気浴と体操の

後にお弁当をいただきました。

平成29年、７周年記念。ゲー

ムで大盛り上がり。

平成31年、太鼓に見立てた

大きな竹と鳴子で演奏会。

令和2年、コロナの影響で手袋

をつけて麻雀をしていました。
令和5年、樋田酒造の中庭を

見ながらお食事をしました。

※ 写真は令和７年度のようすです


